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令
和
元
年
度
長
島
町
消
防
操
法
大

会
が
６
月
30
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
あ

り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
町
内
の
11
分
団
か
ら
ポ

ン
プ
車
の
部
に
11
チ
ー
ム
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
17
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。開
会
式
で
川
添
健
町
長
が「
昨

年
度
、
本
町
消
防
団
が
全
国
大
会
準

優
勝
を
飾
り
、
全
国
か
ら
注
目
を
集

め
る
存
在
と
な
っ
た
。
レ
ベ
ル
の
高

い
競
技
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
選

手
を
応
援
し
よ
う
と
、
家
族
や
地
域

住
民
ら
が
参
加
す
る
ほ
か
、
他
市
町

の
消
防
団
関
係
者
も
観
覧
に
訪
れ
る

な
ど
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

降
り
し
き
る
雨
の
中
で
行
わ
れ
た

今
大
会
、
選
手
た
ち
は
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
に
直
前
ま
で
動
作
確
認
を
行

い
、
出
番
を
待
ち
ま
し
た
。
競
技
に

入
り
、
指
揮
者
の
号
令
が
か
か
る
と

要
員
た
ち
は
機
敏
な
操
法
技
術
を
披

露
。
仲
間
の
団
員
た
ち
も
ず
ぶ
ぬ
れ

に
な
り
な
が
ら
も
、
固か

た
ず唾
を
の
ん
で

見
守
り
ま
し
た
。「
撤
収
」
の
号
令

直
後
、
選
手
の
表
情
は
安
堵
に
変
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
観
客
は
温
か
い
拍

手
を
送
り
、
競
技
を
や
り
遂
げ
た
選

手
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
元
年
度
長
島
町
消
防
操
法
大
会

いざ本番一本勝負

①火点を狙い勢いよく放水
②３番員と４番員の息を合わせた吸管展長
③大雨の中、懸命にホースを担いで走る指揮者と１番員
④方向を確認してホース展張
⑤火点めがけて走り出す指揮者
⑥視線をそらさず筒先員を交代

ポ
ン
プ
車
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団

　

２
位　

蔵
之
元
分
団

　

３
位　

獅
子
島
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

　

２
位　

蔵
之
元
分
団
小
浜
班

　

３
位　

城
川
内
分
団
城
川
内
班

総
合
の
部

　

優
勝　

城
川
内
分
団　

　

２
位　

蔵
之
元
分
団

　

３
位　

指
江
分
団

［
個
人
賞
］

ポ
ン
プ
車
の
部

　

指
揮
者　

宮
内
也
寸
志（
城
川
内
分
団
）

　

１
番
員　

生
田　

誠
二（
中
央
分
団
）

　

２
番
員　

増
田　

翔
太（
城
川
内
分
団
）

　

３
番
員　

中
橋　

隆
耶（
獅
子
島
分
団
）

　

４
番
員　

湯
田　

智
之（
城
川
内
分
団
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

指
揮
者　

飯
尾　

祐
樹

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

　

１
番
員　

向
江　

太
佑

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

　

２
番
員　

野
中　

将
平

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）

　

３
番
員　

小
田　

直
輝

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
唐
隈
班
）
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